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第１ 平成２２年の公安情勢の概況

１ 国際情勢

(1) 北朝鮮は，朝鮮労働党代表者会を開催するなどして，金正日総書記の

三男・金正恩を党中央軍事委員会副委員長に選出し，同人が後継者であ

ることを内外に印象付けた。また，食糧生産の強化，外資導入などに取

り組んだが，国民生活の顕著な向上は達成できなかった。対外的には，

韓国哨戒艦沈没事件（3月）に関し，関与を強く否定するとともに，韓

国との対決姿勢を見せ，緊張を高めた。7月以降，米韓とのこう着状態

脱却に向け，対話姿勢に転じたが，11月，韓国軍の海上演習に反発して

延坪島を砲撃して民間人を含む死傷者を出し，再び軍事的緊張を高めた。

中国に対しては，金総書記の二度の訪中などで，金正恩による後継への

支持を引き出し，一層の経済支援を働き掛けた。我が国との関係につい

ては，進展には日本側の対応が必要と主張し，消極的な姿勢を続けた。

(2) 中国は，我が国に対して，「戦略的互恵関係」重視の姿勢を示しつつ

も，中国漁船衝突事件では，尖閣諸島海域における我が国の法律適用を

非難して船長の即時釈放を求めて「対抗措置」を講じるなど，強硬に対

応した。外交面では，国際イメージの向上に努める一方，海洋権益をめ

ぐり，南シナ海に公船を常時派遣して巡視活動に当たらせるなど強硬姿

勢を示し，関係国との摩擦が拡大した。内政面では，治安維持予算を増

加させ，自然災害の被害回復に努め，集団抗議，労働争議の抑え込みに

腐心するなど社会の安定維持に腐心したが，所得格差や汚職腐敗への抜

本的対策を見出すに至っていない。「国民経済・社会発展第12次5か年

計画」については，輸出・投資・国内消費が均衡した経済発展を目指す

基本方針を打ち出した。

(3) ロシアは，メドベージェフ大統領が，我が国の反対を押し切り，前例

のない北方領土（国後島）訪問を強行した。中国とは，首脳会談を通じ

「歴史認識」やエネルギー分野で連携強化を確認した。欧米諸国とは，

協調外交を推進したが，対イラン政策では，独自の姿勢を示した。

(4) 中東では，イスラエルとパレスチナの直接和平交渉が米国の仲介によ

り再開されたが，イスラエルの入植再開をめぐり，再び停滞した。イラ

ンは，国際社会からの制裁強化を受けながらも，核開発を継続した。

(5) 国際テロに関しては，「アルカイダ」が西側諸国に対する「グローバ
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